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§1　一般事項

1　建築場所

　　　

2　設計者

事務所名

構造設計者　事務所名

構造設計者　電話番号

3　主要用途

4　工事種別　　　新築　・　増築　・　改築　・　その他（　　　）

5　規模

	 (1) 階　　数　　　地上　　　　　F、地下 B　F

 (2) 建築面積　　　　　　　　　　㎡

 (3) 延べ面積　　　　　　　　　　㎡

 (4) 建築物高さ　　　　　　　　　　ｍ

 (5) 軒の高さ　　　　　　　　　　ｍ


6　構造概要

	 (1) 構造種別
 (2) 骨組形式
 (3) 基礎種別
 (4) 増築計画
	S造　・　RC造　・　SRC造

X方向　　　　　　　　Y方向　　　　　

有　・　無



7　その他

　　　　　　

§2　設計方針と使用材料

1　準拠基準・その他

· 建築基準法・同施行令・告示等

· 建築物の構造関係技術基準解説書（国土交通省住宅局建築指導課、日本建築主事会議、日本建築センター編）

· 改正建築基準法の構造関係規定の技術的背景（国土交通省建築研究所）

· 鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（日本建築学会編　1988年版・1999年版）

· 鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（日本建築学会編）

· 建築基礎構造設計指針（日本建築学会編）

· 地震力に対する建築物の基礎の設計指針（日本建築センター編）

· プレストレスコンクリート設計施工規準・同解説（日本建築学会編）

· 壁式鉄筋コンクリート造設計施工指針（日本建築センター編）

· 壁式構造関係設計規準集・同解説（日本建築学会編）

· 中高層壁式ラーメン鉄筋コンクリート造設計施工指針・同解説（日本建築センター編）

· 建築耐震設計における保有耐力と変形性能（日本建築学会編）

· 鉄筋コンクリート造建築物の靭性保証型耐震設計指針・同解説（日本建築学会編）

· 鉄筋コンクリート造建築物の終局強度型耐震設計指針・同解説（日本建築学会編）

· 鋼構造設計基準（日本建築学会編）

· 鋼管構造設計施工指針・同解説（日本建築学会編）

· 冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル（日本建築センター編）

· 2001年版　限界耐力計算法の計算例とその解説（国土交通省住宅局建築指導課、国土交通省建築研究所、日本建築センター、建築研究振興協会編）

2　構造計算概要（剛床仮定、柱脚固定度、告示緩和規定の採用、特殊な解析に関する考察）

　　　　　

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


(1) 計算ルート

X方向

Y方向

(2) 電子計算機使用

　　　一貫計算

　　　部分計算

(3) 耐火性能検証法の使用

　　　有　・　無

3　使用材料と使用場所

	材　　料
	種　　別
	使用場所
	備　　考

	コンクリート
	Fc18
	
	

	
	Fc21
	
	

	
	Fc24
	
	

	
	Fc27
	
	

	
	Fc30
	
	

	
	Fc33
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	鉄　　　筋
	SD295
	
	

	
	SD345
	
	

	
	SD390
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	鉄　　　骨
	SS400
	
	

	
	SM490A
	
	

	
	BCR295
	
	

	
	BCP325
	
	

	
	STKR400
	
	

	
	SN400A･B･C
	
	

	
	SN490B･C
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	ボルト
	F10T
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	その他
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


§3　荷重及び外力

1　床荷重

	室　　名
	種　別
	床
	小　　梁
	架　　構
	地　　震
	備　　考

	
	DL
	
	
	
	
	

	
	LL
	
	
	
	
	

	
	TL
	
	
	
	
	

	
	DL
	
	
	
	
	

	
	LL
	
	
	
	
	

	
	TL
	
	
	
	
	

	
	DL
	
	
	
	
	

	
	LL
	
	
	
	
	

	
	TL
	
	
	
	
	

	
	DL
	
	
	
	
	

	
	LL
	
	
	
	
	

	
	TL
	
	
	
	
	

	
	DL
	
	
	
	
	

	
	LL
	
	
	
	
	

	
	TL
	
	
	
	
	

	
	DL
	
	
	
	
	

	
	LL
	
	
	
	
	

	
	TL
	
	
	
	
	

	
	DL
	
	
	
	
	

	
	LL
	
	
	
	
	

	
	TL
	
	
	
	
	

	
	DL
	
	
	
	
	

	
	LL
	
	
	
	
	

	
	TL
	
	
	
	
	

	
	DL
	
	
	
	
	

	
	LL
	
	
	
	
	

	
	TL
	
	
	
	
	

	
	DL
	
	
	
	
	

	
	LL
	
	
	
	
	

	
	TL
	
	
	
	
	


2　積雪荷重

最深積雪量　　　　　　　　　cm

単位重量　　　　　　N/m2・cm

低減　　　　　　有　　・　　無

3　水平力

(1) 地震荷重

	地震地域係数
	Z＝1.0
	振動特性係数
	Rt＝

	地盤種別
	第　種地盤 Tc＝　　　sec
	標準せん断力
	Co＝

	設計用一時固有周期
	T＝　　　　sec
	地下震度
	K＝

	

	階
	Wi (kN)
	ΣWi (kN)
	αi
	Ai
	Co＝
	Wi/A (kN/㎡)

	
	
	
	
	
	Ci (kN)
	Qi (kN)
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


(2) 風荷重

	風の速度圧
	ｑ＝
	地表面粗度区分
	Ⅱ　・　Ⅲ

	風の風力係数
	Cｆ＝　　　　、
	風速
	Vo＝34ｍ/sec

	

	階


	X　　方　　向
	Y　　方　　向

	
	風圧力
	地震力

Qi (kN)
	設計用せん断力Q (kN)
	風圧力
	地震力

Qi (kN)
	設計用せん断力Q (kN)

	
	Pi (kN)
	∑Pi (kN)
	
	
	Pi (kN)
	∑Pi (kN)
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


4　その他

§4　壁・柱量の算定

	方向
	階
	ΣAw（cm2）
	ΣAc（cm2）
	ΣA’w（cm2）
	ΣAｗ＋ΣAc

＋ΣA’w（cm2）
	β
	ZWAiβ（N）

	X
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	Y
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


§5　応力解析

1　鉛直荷重時

(1) 解析方法

(2) その他

2　水平荷重時

(1) 解析方法

(2) その他

3　フレーム・壁（ブレース）の分担率

4　偏心による補正　　　　有　　・　　無

	方向
	階
	ΣDｃ
	ΣDｗ
	ΣDc

 (ΣDc+ΣDw) 
	設計用分担率
	壁のτmax

	
	
	
	
	
	柱の分担率
	壁の分担率
	

	X
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	Y
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


§6　断面算定

1　応力の組み合わせ

(1) 長期

(2) 短期

2　部材の設計方針

(1) 梁

①　曲げ

②　せん断

(2) 柱

①　曲げ

②　せん断

(3) 耐力壁

(4) 接合部

(5) その他の考慮

§7　基礎地盤

1　地盤調査

　　　(1) 調査の有・無　　　　○有（　　　　箇所）　　　　　○無

　　　(2) 調査方法　　　　　　○標準貫入試験　　　　　　　　○土質試験

○載荷試験　　　　　　　　　　○

　　　(3) 調査地点　　　　　　○敷地内

　　　　　　　　　　　　　　　　○敷地外（敷地から　　　ｍ）

2　くい基礎

　　　(1) 工法　　　○場所打ちぐい　　　　　○埋込みぐい　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　○摩擦ぐい　　　　　　　○性能評定ぐい（旧大臣認定ぐい）　○

　　　(2) 支持地盤の種類　　　○ローム　　　　　○細砂　　　　　　○砂礫　　　　　

○土丹　　　　　　○

	くい径（㎜）
	くい長（ｍ）
	くい先端深さ

 (GL－　ｍ) 
	継手箇所数
	許容支持力
	備　考

	
	
	
	
	長　期
	短　期
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


3　直接基礎

(1) 支持地盤の種類　　　○ローム　　　　　○細砂　　　　　　○砂礫　　

○土丹　　　　　　○

	場　　所
	基礎形式
	くい先端深さ

 (GL－　ｍ) 
	許容支持力
	備　考

	
	
	
	長　期
	短　期
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


4　その他

(1) 地盤改良

有（設計地耐力　　　kN/㎡）・無

(2) NFの処理

有・無

(3) 水平抵抗の検討
有・無

(4) 引抜きの処理
有・無　

(5) その他（くいの偏心・くい頭モーメント・短くいによるくい耐力の低減等）

§8　層間変形角・剛性率・偏心率等

	階
	X方向
	Y方向

	
	層間変形角

r≦1/200
	剛性率

Rs≧6/10
	偏心率

Re≦15/100
	層間変形角

r≦1/200
	剛性率

Rs≧6/10
	偏心率

R≦15/100

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


§9　保有水平耐力

1　一般事項

	算定方法
	節点振分け法　モーメント分配率 (1/2分配､弾性応力比､個材剛比､その他) 

	
	仮想仕事法　　仮定外力分布比（Ai分布、その他）

	
	増分解析法　　仮定外力分布比（Ai分布、その他）

	
	極限解析　　　仮定外力分布比（Ai分布、その他）

	
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	ねじれ変形
	考慮　　　　　無視

	部材終局耐力

算定時に考慮

した基本事項
	スラブ筋のはりの曲げ強度に対する効果　　　　　　　有　　　無

	
	袖壁付柱の耐力　　　　　　　　　　　　　　　　　　有　　　無

	
	腰壁・たれ壁付はりの耐力　　　　　　　　　　　　　有　　　無

	電算機使用
	　有　　　無　　　　　プログラム名


2　崩壊メカニズムの状態

	崩壊モード
	柱
	曲げ降伏・せん断破壊・圧壊

	
	梁
	曲げ降伏・せん断破壊

	
	耐力壁
	曲げ降伏・浮き上がり・せん断破壊


　　　　　　　　※設計用終局せん断力のα＝

3　保有水平耐力と必要保有水平耐力

(1) 保有水平耐力　Qu

	方向
	階
	柱の水平耐力の和
	耐力壁の水平耐力の和
	Qu（ｔ）

	
	
	FA
	FB
	FC
	FD
	FA
	FB
	FC
	FD
	

	X方向
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	Y方向
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


(2) 必要保有水平耐力　Qun

	方向
	階
	群種別
	耐力壁

分担比βu
	Ds
	Fe
	Fs
	Fes
	Qud
	Qun
	Qu/Qud

	
	
	フレーム
	壁
	
	
	
	
	
	
	
	

	X方向
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	Y方向
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


§10　限界耐力計算

1　算定方針

(1) 基本方針

①　モデル化の考え方

ｱ　床剛性

ｲ　柱・梁

ｳ　耐力壁・ブレース等

ｴ　剛性低下の考慮

　　□損傷限界時　　　□柱　　　　□はり　　　□耐力壁・ブレース　　□その他

　　　根拠基準（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□安全限界時　　　□柱　　　　□はり　　　□耐力壁・ブレース　　□その他

　　　根拠基準（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ｵ　地盤相互作用の考慮　　　　　　有・無

ｶ　高次モードの影響の考慮　　　　有・無

②　採用解析方法

　ｱ　損傷限界時

　　　□荷重増分解析（□擬似立体解析　　□立体解析　　□その他　）　□その他（　　　　　　）

ｲ　安全限界時

　　　□荷重増分解析（□擬似立体解析　　□立体解析　　□その他　）　□その他（　　　　　　）

③　仮定外力分布

□Bdi分布　　□Ai分布　　□固有値解析による分布　　□その他

④　電算機使用　　　　　有　・　無　　　

コンピューターの使用箇所

一貫計算　　評価番号

　　　　　　　　　　　プログラム名

部分計算　　機種

計算箇所

(1) 崩壊メカニズムの算定

①　形成条件の仮定

②　付加軸力の処理方法

③　安全限界変形角の設定

安全限界変形角　　　　X方向（1/　　　）　Y方向（1/　　　）

　　　P－Δ効果の考慮　　　有　・　無

④　構造部材の変形能力の確認方法

2　設計方針

(1) 工学的基盤の選定

□　PS検層による　　　　□　N値換算による　　　　□　

　　　　　　　　層　厚：　　　　　　　　　　　　　土　質：　　　　　　　　　

表層地盤による加速度増幅率Gsの算定方法

· 告示1457号の第7の一による

	T1
	T2
	Gs1
	Gs2
	Gs

	
	
	
	
	


· 告示1457号の第7の二による

	
	T
	Tu
	Gs

	第1種地盤
	
	
	

	第2種地盤
	
	
	

	第3種地盤
	
	
	


· 弾性波速度の実測による

	
	Gs

	損傷限界時
	

	安全限界時
	


　　　　

　　
　

(2) 建築物の塑性率Df及び加速度の低減率Fhの算定

(ｱ) 建築物の塑性率

	方向
	損傷限界時
	安全限界時
	塑性率 (Df) 

	
	Δｄ
	Qｄ
	Δｄ
	Qｄ
	

	X方向
	
	
	
	
	

	Y方向
	
	
	
	
	


(ｲ) 構造形式による減衰特定係数　γ1
X方向　　□　0.25　　　　　□0.20　　　　□その他（　　　　　）

Y方向　　□　0.25　　　　　□0.20　　　　□その他（　　　　　）

(ｳ) 加速度の低減率 (Fh) 

X方向　　（　　　　　　　）

Y方向　　（　　　　　　　）

3　メカニズムの概要

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


4　損傷限界耐力の検証

	階
	告示1457号第2の表によるbdi
	刺激関数によるbdi

	
	ｍi
	Σmi
	αi
	bdi
	1回目
	2回目
	3回目
	4回目
	5回目

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	方向
	有効質量

Mud
	代表変位

Δｄ
	損傷

限界耐力

Qd
	損傷限界

固有周期

Td
	有効質量比
	ｐ
	ｑ

	X
	
	
	
	
	
	
	

	Y
	
	
	
	
	
	
	


損傷限界耐力の検証結果

	方向
	階
	損傷限界耐力
	許容応力度

計算結果
	判定

	
	
	Bdi
	Pdi
	Qdi
	変形角
	
	

	X
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	Y
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


5　安全限界耐力の検証

	方向
	階
	ｂsi
	Fei
	δsi
	Psi
	Bsi
	ΣPsi
	Qui
	変形角

	X
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	Y
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	方向
	有効質量

Mud
	安全限界

代表変位

Δｄ
	安全限界

耐力Qd
	安全限界

固有周期

Td
	有効質量比
	ｐ
	ｑ

	X
	
	
	
	
	
	
	

	Y
	
	
	
	
	
	
	


安全限界耐力の検証結果

	方向
	建築物の

塑性率Df
	損傷限界

固有周期

Ts
	安全

限界耐力

Qs
	必要安全

限界耐力

Qsn
	余裕度

Qs/Qsn
	安全限界時の最大

層間変形角
	判定

	X
	
	
	
	
	
	
	

	Y
	
	
	
	
	
	
	


6　層の塑性率 (Df) の検証

	方向
	階
	損傷限界変位

Δｄ
	安全限界変位

Δs
	層の塑性率

Dｆ
	指標塑性率

	X
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7　限界耐力計算結果

	項　　目
	X方向
	Y方向

	地

震

時

損

傷

限

界
	全質量M［ton］
	
	

	
	損傷限界耐力Qd［kN］
	
	

	
	ベースシア係数CＢ
	
	

	
	層間変形角
	最大
	
	

	
	
	平均
	
	

	
	有効質量Mud［ton］
	
	

	
	有効質量比Mud/M
	
	

	
	代表変位Δd［m］
	
	

	
	損傷限界固有周期Td［s］
	
	

	
	許容応力度設計検討結果
	

	地

震

時

安

全

限

界
	保

有

値
	全質量M［ton］
	
	

	
	
	安全限界耐力Md［kN］
	
	

	
	
	ベースシア係数CB
	
	

	
	
	層間変形角
	最大
	
	

	
	
	
	平均
	
	

	
	
	有効質量Mus［ton］
	
	

	
	
	有効質量比Mus/M
	
	

	
	
	代表変位ΔS［m］
	
	

	
	
	安全限界固有周期Td［s］
	
	

	
	必

要

値
	必要安全限界耐力Qds［kN］
	
	

	
	
	ベースシア係数CB
	
	

	
	
	建築物の塑性率Df
	
	

	
	
	建築物の減衰ｈ
	
	

	
	
	加速度の低減率Fh
	
	

	
	余　裕　度
	
	








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































